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京
浜
臨
海
部

　
こ
こ
で
い
う
「
京
浜
臨
海
部
」
は
、
神
奈
川

区
・
鶴
見
区
の
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
か
ら
東
京
湾
側

に
横
た
わ
る
、
既
成
市
街
地
と
埋
め
立
て
地
を

称
す
る
。

　
こ
の
場
所
に
日
本
を
代
表
す
る
工
業
地
帯
が

形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
そ
も
そ
も
、

明
治
後
期
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
浅
野
総
一
郎

な
ど
民
間
企
業
家
の
手
で
鶴
見
地
先
の
埋
め
立

て
と
京
浜
運
河
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
に

端
を
発
し
て
い
る
。

　
埋
め
立
て
造
成
後
ま
も
な
く
、
関
東
大
震
災

に
よ
る
東
京
か
ら
の
工
場
移
転
な
ど
に
よ
っ
て

集
積
が
進
み
、
首
都
圏
を
後
背
地
に
抱
え
、
工

業
生
産
の
場
と
港
湾
物
流
の
場
が
一
体
と
な
っ

た
臨
海
産
業
地
帯
と
し
て
、
戦
前
に
は
す
で
に

そ
の
地
位
を
確
立
し
て
い
た
。
戦
時
中
の
空
襲

に
よ
り
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
戦
後
、
朝
鮮
戦
争
を
契
機
に
し
た
経
済

復
興
に
よ
っ
て
重
厚
長
大
産
業
の
集
中
的
な
整

備
拡
充
が
行
わ
れ
、
京
浜
臨
海
部
は
不
死
鳥
の

よ
う
に
甦
る
。

　
そ
し
て
、
昭
和
3
0
年
代
～
4
0
年
代
に
か
け
て
、

京
浜
工
業
地
帯
は
鉄
鋼
・
機
械
・
化
学
な
ど
重

化
学
工
業
の
拠
点
と
し
て
、
わ
が
国
の
高
度
経

済
成
長
の
牽
引
車
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に

な
る
。
こ
の
時
期
、
京
浜
工
業
地
帯
の
関
連
企

業
で
、
本
人
も
含
め
家
族
や
親
戚
が
働
い
て
い

る
と
い
う
横
浜
市
民
も
多
か
っ
た
。
当
時
、
京

浜
臨
海
部
は
一
人
ひ
と
り
の
横
浜
市
民
の
生
活

の
糧
を
生
み
出
す
屋
台
骨
で
あ
っ
た
の
だ
。

　
し
か
し
、
4
0
年
代
後
半
に
入
る
と
、
公
害
問

題
が
深
刻
化
す
る
中
で
の
環
境
悪
化
や
、
工
業

等
制
限
法
な
ど
に
よ
る
工
業
立
地
規
制
の
強
化
、

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
産
業
構
造
の
転
換
に
よ
り
、

京
浜
工
業
地
帯
の
地
盤
沈
下
が
始
ま
る
。

　
そ
し
て
、
京
浜
工
業
地
帯
の
活
力
低
下
を
決

定
づ
け
た
の
が
、
昭
和
6
0
年
の
ブ
ラ
ザ
合
意
で

あ
る
。
以
後
の
急
速
な
円
高
に
よ
る
国
際
競
争

の
激
化
・
国
際
分
業
体
制
へ
の
移
行
が
進
み
、

わ
が
国
の
「
産
業
の
空
洞
化
」
を
そ
の
ま
ま
象

徴
す
る
よ
う
に
、
京
浜
臨
海
部
で
も
事
業
を
縮

小
し
た
り
、
生
産
ラ
イ
ン
を
海
外
へ
と
転
出
さ

せ
る
企
業
が
続
出
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
の
大
き
な
流
れ
の
中
で
、

ほ
ん
の
数
年
前
ま
で
、
京
浜
臨
海
部
そ
の
も
の

が
市
民
に
と
っ
て
も
「
影
の
薄
い
場
所
」
に
な

り
つ
つ
あ
っ
た
。

　
「
生
産
機
能
の
転
出
」
が
進
み
つ
つ
あ
っ
た
京

浜
臨
海
部
に
一
つ
の
転
機
が
訪
れ
た
の
は
、
平

成
６
年
で
あ
ろ
う
。
こ
の
年
、
横
浜
、
川
崎
、

東
京
、
千
葉
の
ベ
イ
エ
リ
ア
を
結
ぶ
湾
岸
道
路

が
開
通
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
首
都
高
速
横
羽

線
や
産
業
道
路
の
慢
性
的
な
渋
滞
が
解
消
さ
れ
、

ま
さ
し
く
“
生
き
返
る
”
と
と
も
に
、
私
た
ち
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は
、
初
め
て
海
側
か
ら
京
浜
臨
海
部
の
全
貌
を

と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
だ
。

　
例
え
ば
、
早
朝
の
高
速
バ
ス
で
、
「
み
な
と
み

ら
い
2
1
」
か
ら
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
を
渡
り
、
羽
田

空
港
や
成
田
空
港
へ
と
向
か
う
。
そ
の
途
上
に

あ
る
湾
岸
の
近
未
来
的
な
光
景
の
中
で
、
鶴
見

つ
ば
さ
橋
の
高
み
か
ら
見
る
京
浜
臨
海
部
は
、

環
境
事
業
局
工
場
や
横
浜
火
力
発
電
所
の
新
し

い
塔
が
建
ち
、
京
浜
運
河
や
鶴
見
川
が
陽
光
を

受
け
て
き
ら
き
ら
と
光
る
。

　
市
民
の
生
活
と
縁
の
な
い
場
所
と
な
り
つ
つ

あ
っ
た
京
浜
臨
海
部
が
、
全
く
新
し
い
横
浜
の

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
「
風
景
」
と
な
っ
て

私
た
ち
の
前
に
立
ち
現
れ
た
と
も
い
え
る
。
つ

ま
り
、
羽
田
空
港
が
立
地
す
る
多
摩
川
河
口
部

を
中
心
と
し
て
、
北
に
約
1
5
キ
ロ
で
東
京
都
心
、

南
西
に
約
1
5
キ
ロ
で
横
浜
都
心
と
い
う
「
湾
岸

京
浜
軸
」
で
あ
る
。

　
湾
岸
道
路
に
沿
っ
た
京
浜
臨
海
部
に
は
、
あ

ら
ゆ
る
経
済
活
動
・
先
端
技
術
・
国
際
情
報
な

ど
が
高
度
に
集
積
し
、
空
港
・
港
湾
・
高
速
道

路
な
ど
の
成
熟
し
た
都
市
イ
ン
フ
ラ
が
す
で
に

形
成
さ
れ
て
い
る
こ
の
エ
リ
ア
な
ら
で
は
の
、

大
き
な
可
能
性
が
再
認
識
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　
湾
岸
道
路
の
開
通
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
横

浜
市
に
よ
る
京
浜
臨
海
部
の
再
編
整
備
に
向
け

た
検
討
が
本
格
的
に
始
ま
る
。
そ
し
て
、
京
浜

臨
海
部
の
新
し
い
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
地
域

活
性
化
の
た
め
の
具
体
的
な
事
業
と
し
て
、
京

浜
臨
海
線
の
整
備
や
、
新
し
い
研
究
開
発
拠
点

の
形
成
に
取
り
組
む
こ
と
を
掲
げ
た
「
京
浜
臨

海
部
再
編
整
備
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
が
策
定
さ

れ
る
の
は
、
平
成
９
年
の
こ
と
で
あ
る
。

サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を

創
る

　
京
浜
臨
海
部
再
編
の
先
駆
け
と
な
る
の
が
、

鶴
見
区
末
広
町
地
区
（
１
６
０
h
a
）
で
展
開
さ

れ
て
い
る
研
究
開
発
拠
点
形
成
の
動
き
で
あ
る
。

　
末
広
町
地
区
の
研
究
開
発
拠
点
は
、
大
き
く

「
産
学
交
流
ゾ
ー
ン
」
と
「
総
合
研
究
ゾ
ー
ン
」

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。
産
学
交
流
ゾ
ー
ン
は
、

産
業
界
の
優
れ
た
技
術
力
と
大
学
な
ど
の
研
究

開
発
力
を
結
集
し
、
既
存
産
業
の
高
度
化
と
新

た
な
産
業
の
創
出
を
目
指
す
場
と
し
て
、
産
学

共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
、
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
、
フ

ァ
ク
ト
リ
ー
パ
ー
ク
な
ど
の
施
設
が
整
備
さ
れ

て
い
る
。

　
ま
た
、
総
合
研
究
ゾ
ー
ン
は
、
理
化
学
研
究

所
と
横
浜
市
立
大
学
の
連
携
大
学
院
を
中
心
に
、

生
命
科
学
分
野
に
お
け
る
国
際
的
研
究
開
発
拠

点
（
Ｃ
Ｏ
Ｅ
）
の
形
成
を
目
指
し
て
い
る
。
そ

こ
で
の
世
界
最
先
端
の
研
究
活
動
と
そ
の
成
果

は
、
人
材
の
育
成
、
新
産
業
の
創
出
を
通
じ
て
、

新しい21世紀のみなと 112

●横浜サイエンスフロンティア　計画図



京
浜
臨
海
部
の
活
性
化
を
図
り
、
世
界
へ
の
情

報
発
信
の
拠
点
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
京
浜
臨
海
部
に
は
、
長
年
の
「
モ
ノ
づ
く
り
」

の
伝
統
に
よ
っ
て
集
積
さ
れ
た
技
術
と
人
材
と

イ
ン
フ
ラ
の
厚
み
が
あ
る
。

　
世
界
中
で
こ
こ
に
し
か
な
い
技
術
力
と
設
備

を
持
っ
た
企
業
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
。
こ
う

し
た
企
業
の
技
術
力
が
大
学
研
究
機
関
の
研
究

開
発
力
と
結
び
つ
け
ば
、
基
礎
・
応
用
研
究
、

開
発
試
作
、
生
産
と
い
う
一
連
の
循
環
が
京
浜

臨
海
部
内
で
生
み
出
さ
れ
、
そ
れ
が
新
産
業
の

大
き
な
ウ
ェ
ー
ブ
と
な
っ
て
横
浜
市
域
の
み
な

ら
ず
、
全
国
、
世
界
へ
と
広
が
っ
て
い
く
可
能

性
は
十
分
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
「
モ
ノ
づ
く
り
」
都
市
・
横
浜
の
復
権
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
も
、
研
究
開
発
拠
点
に
お
い
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
垣
根
を
超
え
て
能
力
を
結

集
し
合
う
、
横
浜
ら
し
い
開
放
的
で
創
造
的
な

研
究
開
発
風
土
の
醸
成
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

「
産
業
と
市
民
生
活
と
の

触
れ
あ
い
の
場
」
を
広
げ
る

　
昭
和
4
0
年
代
の
公
害
問
題
の
深
刻
化
に
よ
っ

て
、
京
浜
臨
海
部
全
体
は
、
足
場
と
煙
突
の
ま

ち
」
、
「
灰
色
の
ま
ち
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。

同
じ
横
浜
の
水
際
線
を
形
成
し
な
が
ら
、
市
民

が
う
る
お
い
や
ア
メ
ニ
テ
ィ
を
求
め
て
訪
れ
る

M
M
2
1
地
区
や
金
沢
臨
海
部
と
は
、
あ
る
意
味

で
対
極
に
あ
る
と
言
え
る
。

　
し
か
し
、
戦
前
の
京
浜
臨
海
部
は
も
の
づ
く

り
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
花
月
園
や
扇
島
の

海
水
浴
場
な
ど
、
市
民
の
憩
い
の
場
を
備
え
た

新
し
い
都
市
生
活
の
情
報
発
信
基
地
で
も
あ
っ

た
。

　
近
年
、
環
境
対
策
が
進
み
、
工
場
の
イ
メ
ー

ジ
も
ク
リ
ー
ン
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
京
浜

臨
海
部
の
企
業
の
中
に
は
、
従
来
の
重
厚
長
大

の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
よ
り
市
民
に
身
近
な

環
境
拠
点
と
し
て
、
緑
化
等
の
環
境
整
備
や
企

業
施
設
の
市
民
開
放
を
進
め
る
企
業
が
出
始
め

て
い
る
。
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
生
麦
工
場
の
「
キ
リ

ン
横
浜
ビ
ア
ビ
レ
ッ
ジ
」
や
、
東
京
電
力
横
浜

火
力
発
電
所
の
「
ト
ゥ
イ
ニ
ー
・
ヨ
コ
ハ
マ
」
、

東
京
ガ
ス
の
「
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
館
」
、
塩
水
港

精
糖
の
「
横
浜
さ
と
う
の
ふ
る
さ
と
」
な
ど
で

あ
る
。

　
特
に
、
研
究
拠
点
で
も
あ
る
末
広
町
周
辺
に

は
、
市
民
開
放
型
の
学
習
啓
発
施
設
が
集
ま
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
研
究
開
発
を
市
民
生
活
に
身

近
な
も
の
と
し
て
考
え
て
も
ら
う
た
め
の
よ
い

機
会
と
な
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
個
々
の
施
設
が

工
業
地
帯
の
中
で
孤
立
し
て
い
て
は
、
地
域
全

体
の
イ
メ
ー
ジ
を
塗
り
替
え
る
の
は
難
し
い
。

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
市
民
開
放
型
の
企
業
施
設

と
「
大
黒
海
釣
り
公
園
」
、
「
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
」
、

「
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
ク
」
、
「
ふ
れ
ー
ゆ
」
な
ど
の
公

共
施
設
と
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
「
産
業
と
市

民
生
活
の
触
れ
あ
い
」
の
場
を
、
点
か
ら
線
へ
、

そ
し
て
面
へ
と
広
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

ろ
う
。

　
こ
う
し
た
動
き
の
中
で
、
京
浜
臨
海
部
全
体

が
、
『
職
・
遊
・
学
・
住
』
が
一
体
化
し
た
新
た

な
横
浜
の
モ
デ
ル
エ
リ
ア
と
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
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